
学校番号

　　　

学校名

その他

教職員 保護者 教職員 地域住民等 生徒 （　　　）

１０人 人 人 人 人 人

（別紙様式５）
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平成29年度「校外へ公開する研究授業」実施報告書

伊那北高等学校 課程（全・定午前午後夜ⅠⅡⅢ・通）

　本年度実施した「校外の人々を対象とした研究授業」について、次のとおり本校ホームページに掲載
したことを報告します。

ホームページ掲載日 平成２９年１２月７日（木）

実施年月日(曜) 平成２９年１１月２４日 （金）

授業時間(時限) １１時２５分　～　１２時３０分　（３時限）

公開学年・公
開教科（公開

授業名）
３学年　英語探求

授業者名 木村　美由紀

形　　態
　初任研・中堅研・教育課程研究委員会・
　小中高算数･数学研究会・その他（　　　　　　）（○をつける）

授業公開
対象者

県立公立高等学校教員、県教育委員会指導主事・専門主事

授業参観者数

校内 校外
合計

人

（注）　「校外へ公開する研究授業」実施後、その都度直ちに、内容を各校ホームページに掲載するとともに、それ
と同様のものを電子メールの添付ファイルで送付してください。様式については、これ以外の項目を付け加えるな
ど、各校で工夫していただいて結構です。

校外の人々
の参観にあ
たって特に
配慮した取
組

県立公立高等学校、県教育委員会事務局教学指導課、総合教育センターへ案内
を送付

授業研究会
の時間･参加
者の範囲･参
加人数・参
加者から出
された主な
感想･意見

　時間：　１３時１０分　～　１３時５０分
　人数：　６人

主な感想、意見
・高校における３年間の英語学習の集大成となる内容であり、”探求”にふ
　さわしい授業であった。（英語による即興型ディベート）
・時間的にやや厳しかったが、生徒の授業に臨む姿勢、協働する姿、発言・
　意見等からも、非常に充実した授業であると感じた。

成果と課題
・授業までの事前の準備、生徒への指導など、細やかな配慮がなされている。
・充実した授業内容をさらに深めるために、テーマの選定や時間配分等に検
　討を加えるなど、より深い学びに繋げるための授業改善に期待したい。


